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～どろんこ大会開催～
　５月28日(日)自然学校の行事としてどろ
んこ大会が志久見地区で開催されました。
　子どもたちは、泥まみれになりながらも押
し相撲や田んぼダイブを満喫していました。
　大会終了後は五右衛門風呂を用意してもら
い、気持ちよさそうに浸かっていました。
※詳しくは館報2ページへ

主な内容
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広 報 さ か え平成29年 6月1日 （2）

　

栄
村
産
山
菜
類
の
放
射
性
検
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
か
ら

わ
ず
か
な
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
食
品
衛
生
法
の
基
準
値

（
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
）
を
下
回
っ
て

お
り
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
品
か
ら
の
線
量
上
限
値
、
年
間
１

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
か
ら
算
定
し
た
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
、
年
間
に
食
品

か
ら
受
け
て
も
大
丈
夫
な
放
射
線
量
を
、

十
分
に
下
回
る
線
量
値
が
１
０
０
ベ
ク

レ
ル
／
㎏
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
３

　

村
で
は
、
畦
畔
管
理
の
省
力
化
と
法

面
保
全
対
策
と
し
て
『
わ
ら
芝
』
の
植

栽
を
推
進
す
る
た
め
原
材
料
の
購
入
補

助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

《
対
象
経
費
》

・
な
が
の
農
協
か
ら
購
入
す
る
『
わ
ら
芝
』

も
し
く
は
『
種
子
』
の
購
入
費
用
。

《
対
象
者
》

・
村
内
農
業
者
及
び
団
体

《
対
象
農
地
》

・
村
内
に
あ
る
水
田
及
び
畑
地
。
畑
地

に
お
い
て
は
概
ね
１
，０
０
０
㎡
以
上

《
補
助
金
額
》

・
原
材
料
費
の
50
％
補
助

・
１
０
０
㎡
当
た
り
約
５
千
円

《
申
込
み
》

・
申
込
書
は
Ｊ
Ａ
と
役
場
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

《
管
理
》

・
技
術
指
導
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
及
び
産

業
建
設
課
で
行
い
ま
す
。

《
施
行
》

・
時
期
は
８
月
上
旬
～
９
月
中
旬

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
３

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止

の
た
め
、
村
で
は
、
狩
猟
免
許
を
新
規

で
取
得
し
た
方
に
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

《
対
象
者
》

・
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者

・
免
許
取
得
後
、
栄
村
猟
友
会
に
入
会

し
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業
に
従
事

で
き
る
者

※
新
規
取
得
者
の
み

《
対
象
免
許
》

・
わ
な
猟
免
許
、
第
１
種
猟
銃
免
許
、

第
２
種
猟
銃
免
許
、
猟
銃
等
所
持
許
可

《
補
助
対
象
経
費
》

・
試
験
・
講
習
会
手
数
料
、
申
請
手
数

料
、
診
断
書
料
等

《
申
請
方
法
》

・
狩
猟
免
許
及
び
猟
銃
所
持
許
可
取
得

後
、
産
業
建
設
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
３

栄
村
畦
畔
管
理
省
力
化

事
業
推
進
に
つ
い
て

狩
猟
免
許
等
の
取
得
　   

   

経
費
を
補
助
し
ま
す

平
成
29
年
度 

村
内
産

山
菜
類
放
射
性
物
質

測
定
結
果
に
つ
い
て

検体名
放射性
ヨウ素
I-131

放射性
セシウム
Cs-134

放射性
セシウム
Cs-137

合　計 採取日

山ウド 不検出 不検出 不検出 不検出

5月2日

葉ワサビ 不検出 不検出 不検出 不検出

コゴミ① 不検出 不検出 不検出 不検出

コゴミ② 不検出 不検出 不検出 不検出

タラの芽 不検出 不検出 不検出 不検出

ぜんまい 不検出 不検出 不検出 不検出
ふきの
とう① 不検出 不検出 不検出 不検出

ふきの
とう② 不検出 不検出 不検出 不検出

コシア
ブラ① 不検出 不検出 不検出 不検出

コシア
ブラ② 不検出 不検出 23 23

ワラビ① 不検出 不検出 不検出 不検出

5月26日

ワラビ② 不検出 不検出 不検出 不検出
行者にん
にく① 不検出 不検出 不検出 不検出

行者にん
にく② 不検出 不検出 不検出 不検出

竹の子 不検出 不検出 不検出 不検出

そ
も
そ
も
基
準
値

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
と
は
？



（3） 平成29年 6月1日広 報 さ か え
　

村
で
は
野
生
鳥
獣
と
の
緊
張
感
の
あ

る
棲
み
分
け
を
実
現
す
る
た
め
に
、
村

内
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
の

把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
全
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

林
業
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
左
記

問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
３

　

も
し
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
友

人
が
突
然
倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た
な
ら

何
が
で
き
ま
す
か
？

　

そ
ん
な
時
、
近
く
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、

適
切
な
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

救
命
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

岳
北
消
防
本
部
で
は
、
地
域
の
皆
様

に
よ
り
多
く
の
応
急
手
当
の
知
識
と
技

術
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
く
「
上

級
救
命
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

・
平
成
29
年
8
月
6
日
（
日
）

・
8
時
30
分
～
17
時
30
分

◇
場
所

・
岳
北
消
防
本
部
飯
山
警
察
署
講
堂

◇
募
集
定
員
／
受
講
料

・
30
名
／
無
料

◇
申
込
締
切

・
平
成
29
年
7
月
31
日
（
月
）

【
問
合
せ
先
】

　

栄
分
署

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-１
１
１
９

　

県
で
は
、
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ

ン
に
平
成
29
年
ま
で
に
年
間
の
交
通
事

故
死
傷
者
数
1
万
人
以
下
と
す
る
目
標

を
掲
げ
、
諸
対
策
を
推
進
中
で
あ
り
ま

す
が
、
本
年
発
生
し
て
い
る
交
通
事
故
は
、

平
成
29
年
5
月
9
日
末
現
在
、
前
年
比

＋
63
件
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
交
通
事
故
全
体
の
5
割
弱

を
占
め
る
追
突
事
故
を
重
点
的
に
抑
止
し
、

交
通
事
故
の
総
量
抑
制
を
図
る
も
の
で
す
。

◇
期
間

　

平
成
29
年
6
月
1
日
～
6
月
30
日

◇
実
施
内
容

⑴
交
通
取
締
り
情
報
の
公
表
と
強
化

⑵
ド
ラ
イ
バ
ー
実
践
事
項
の
啓
発

○
運
転
中
の
ス
マ
ホ
、
携
帯
電
話
使

用
禁
止
！

○
車
間
距
離
プ
ラ
ス
5
メ
ー
ト
ル
！

○
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
マ
イ
ナ
ス
5
キ

ロ
！

◇
追
突
事
故
多
発
路
線

（
交
通
取
締
り
強
化
路
線
）

　
：
国
道
1
1
7
号

・
飯
山
警
察
署

　

左
記
の
と
お
り
年
一
回
の
試
験
が
行

わ
れ
ま
す
。

◇
試
験
日

　

平
成
29
年
9
月
6
日
（
水
）

　

13
時
～
15
時
ま
で

（
受
付　

11
時
30
分
～
12
時
30
分
）

◇
場　

所

　

飯
山
庁
舎（
北
信
福
祉
事
務
所
）
3
F

◇
願
書
受
付
期
間
・
場
所

　

7
月
4
日（
火
）～
7
月
6
日（
木
）

　

ま
で

　

〒
3
8
9
-2
2
5
5

　

飯
山
市
大
字
静
間
1
3
4
0
-1

　

1
階
1
0
1
号
会
議
室

　
【
問
合
せ
先
】

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　

食
品
・
生
活
衛
生
課

　

☎
０
２
６
９
-6
2
-６
０
３
５

※
調
理
師
願
書
は
栄
村
役
場
住
民
福
祉
課

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
製
菓
衛
生
師
に

つ
い
て
は
保
健
福
祉
事
務
所
食
品
・
衛

生
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

野
生
鳥
獣
被
害
の

　
　 

報
告
の
お
願
い

上
級
救
命
講
習
会

　
　  

開
催
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
調
理
師

試
験
及
び
製
菓
衛
生

師
試
験
に
つ
い
て

追
突
事
故
防
止
強
化

期
間
の
実
施



広 報 さ か え平成29年 6月1日 （4）

　5月21日（日）よく晴れた青空の下、横倉農村広場周辺で「さくらの植樹イベント」が開催されました。
　今回のイベントは、村内外の人たちに呼びかけ、桜を一緒に育ててもらえるよう「さくらの里親」
制度を導入しました。一本ずつ寄付金を募り、寄付をして頂いた方は「さくらの里親」として、桜の
お世話をしながら村との交流を続けて頂くというもので、主
に東京栄村会や武蔵村山栄村会の方々等で、計23組から応募
がありました。
　また今回植樹した桜は、「平成28年度宝くじ桜寄贈事業」
として、（公財）日本さくらの会から、「大山桜」の苗木100本
を栄村に寄贈して頂いたものです。
　当日の参加者は、村内外のさくらの里親や役場の理事者の
ほか、ボランティアとして栄小学校のみどりの少年団、長野
大学生にもご参加頂き、総勢40名程が集まりました。
　横倉農村広場周辺には23本の桜を植え、残りの苗木については、村内の希望する集落や村内施設で
植樹する予定となっています。体を動かすと汗が止まらないくらい、暑い気候であったにも関わらず、
遠路はるばる栄村に来て頂いた「さくらの里親」の方々、またボランティアで植樹に参加して頂いた方々、
本当にありがとうございました。今回植樹したこの桜たちが、数十年先の未来へ向かって元気に育ち、
横倉農村広場が新しい桜の名所になることを願ってやみません。

～ 春をプロデュ―ス 未来を育てようプロジェクト ～
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平
成
26
年
4
月
に
実
施
し
た
消
費
税

率
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

所
得
の
少
な
い
方
に
対
し
、
制
度
的
な

対
応
（
軽
減
税
率
の
導
入
）
を
行
う
ま

で
の
間
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
「
臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

村
で
は
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
方
へ
は
申
請
書
の
書
類
を
送
付
し

て
あ
り
ま
す
。
書
類
の
届
い
た
方
で
、

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
申
請
受
付
期
限

　

平
成
29
年
7
月
11
日

◇
給
付
対
象
者

・
平
成
28
年
1
月
1
日
時
点
で
、
栄
村

に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、
平
成
28
年

度
の
村
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
方
。

※
た
だ
し
、
課
税
者
の
扶
養
親
族
、
生

活
保
護
の
受
給
者
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

◇
支
給
額

　
１
人
に
つ
き
１
５
，０
０
０
円
（
１
回

限
り
）

臨
時
福
祉
給
付
金
の

手
続
は
お
済
で
す
か

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

生
活
福
祉
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
４

・
栄
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
「
臨
時

福
祉
給
付
金
」
を
支
給
す
る
た
め
に
、

手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
栄
村
や
長
野
県
、
厚
生
労
働
省
の
職

員
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
や

郵
便
物
が
届
き
ま
し
た
ら
、
迷
わ
ず

栄
村
役
場
住
民
福
祉
課
や
駐
在
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

村
の
専
門
職
に
よ
る
健
康
に
関
す

る
話
や
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
呼
ん
で
運

動
を
行
う
な
ど
、
参
加
す
る
と
今
よ
り

ち
ょ
っ
と
だ
け
達
者
に
な
る
教
室
で
す
。

夏
・
秋
・
冬
と
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
み
な

さ
ん
の
地
区
に
訪
問
し
ま
す
。

　

送
迎
は
限
ら
れ
た
地
区
の
み
で
行
い

ま
す
が
、
ど
こ
の
会
場
に
何
回
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
み
な

さ
ん
で
寄
っ
て
楽
し
く
介
護
予
防
を
し

ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
者
：
65
歳
以
上
の
方

◇
参
加
費
：
1
回
に
つ
き
3
0
0
円

※
会
場
、
日
時
等
の
詳
し
く
は
5
月
に

お
配
り
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
支
援
課　

介
護
支
援
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
０
1

　

ま
だ
ま
だ
体
力
に
自
信
の
あ
る
男
性
、

健
康
を
維
持
し
て
い
き
た
い
女
性
な
ど
、

比
較
的
若
い
時
か
ら
の
健
康
づ
く
り
が

介
護
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
の

健
康
を
自
分
で
守
る
た
め
に
元
気
ア
ッ

プ
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
今
年
度

の
テ
ー
マ
は
『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
で
す
。

1
年
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
『
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
』
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◇
第
1
回
日
時
：
6
月
24
日
（
土
）

　

8
時
30
分
～
12
時
30
分

◇
対
象
者
：
65
歳
以
上
の
方  

先
着
18
名

◇
参
加
費
：
3
0
0
円

◇
初
回
の
歩
き
方
：
古
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◇
行
先
：
志
久
見
街
道
（
善
光
寺
街
道
）

　

中
世
期
か
ら
使
わ
れ
続
け
て
き
た
善

光
寺
ま
で
続
く
古
道
で
す
。
新
緑
に
つ

つ
ま
れ
た
中
で
行
わ
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
S
O
U
P
が
楽
し
く
案
内
し
ま
す
。

※
ご
協
力
：
信
州
ア
ウ
ト
ド
ア
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト　

S
O
U
P

【
申
込
み
先
】

　

健
康
支
援
課　

介
護
支
援
係

　

担
当
／
樋
口

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
０
1

給
付
金
を
装
っ
た
不
審
な
電
話

や
メ
ー
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す

振
り
込
み
詐
欺
や
個
人
情
報

の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

一
般
介
護
予
防
事
業

『
元
気
ア
ッ
プ
教
室
』

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

一
般
介
護
予
防
事
業

『
お
達
者
会
』開
催
の

お
知
ら
せ
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
北
信
地
域
の

企
業
約
1
2
0
社
が
参
加
予
定
の
、
平

成
30
年
3
月
大
学
等
卒
業
予
定
者
、
既

卒
者
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接
会
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◇
日
時

　

平
成
29
年
6
月
16
日
（
金
）
13
時
～

　

16
時
30
分
（
受
付
12
時
～
）

◇
場
所

　

メ
ル
パ
ル
ク
長
野

◇
対
象

　

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
卒

業
予
定
の
学
生
・
大
学
等
既
卒
（
卒
業

後
概
ね
3
年
以
内
の
方
）

【
問
合
せ
先
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

　

☎
0
2
6
9
-6
2
-8
6
0
9

　

任
期
満
了
に
伴
い
栄
村
教
育
委
員
会

委
員
に
福
原
清
二
さ
ん
（
小
赤
沢
）
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
平

成
33
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

5
月
15
日
（
月
）
自
衛
官
募
集
相
談

員
と
し
て
広
瀬
繁
さ
ん
（
森
）
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平

成
29
年
4
月

～
平
成
31
年

3
月
ま
で
と

な
っ
て
い
ま

す
。

▲選手の皆さんお疲れ様でした。

▲委嘱状を受け取る広瀬繁氏

　

3
月
か
ら
週
2
回
の
練
習
を
積
み
、

4
月
29
日
に
松
本
平
広
域
公
園
陸
上
競

技
場
で
行
わ
れ
た
市
町
村
対
抗
駅
伝
に

今
年
も
出
場
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
全
員
が
初
め
て
の
出
場
に

緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
最
後
ま

で
走
り
き
り
、
出
場
し
た
62
チ
ー
ム
中

60
位
の
成
績
で
し
た
。

　
一
般
チ
ー
ム
も
強
風
の
中
58
チ
ー
ム

中
41
位
の
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

　

村
の
部
で
の
入
賞
は
逃
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
限
界
ま
で
力
を
出
し
切
り

無
事
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

栄
村
駅
伝
大
会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募

集
し
ま
す
。
お
友
達
や
職
場
の
仲
間
と

走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
チ
ー

ム
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
日
時

・
平
成
29
年
7
月
9
日
（
日
）

　

9
時
30
分
ス
タ
ー
ト

◇
コ
ー
ス

・
北
野
地
区
～
横
倉
地
区
6
区
間

　

12
・
3
㎞

◇
参
加
資
格

・
村
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
、
も
し
く

は
村
内
出
身
者
の
小
学
生
以
上
の
健

康
な
方
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
。
な
お
、

小
学
1
年
～
3
年
生
が
参
加
可
能
な

区
間
は
2
区
及
び
3
区
と
す
る
。

※
責
任
者
は
20
歳
以
上
の
方
に
限
り
ま
す
。

◇
チ
ー
ム
編
成

・
責
任
者
1
名
（
選
手
兼
可
能
）

　

選
手
6
名
、
補
欠
2
名
以
内

◇
申
込
方
法

　

6
月
19
日
（
月
）
ま
で
に
教
育
委
員

会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
0
2
6
9
-8
7
-3
1
1
8

長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝・

小
学
生
駅
伝
参
加
！

第
11
回
栄
村
駅
伝
大
会

初
夏
の
村
内
を
走
ろ
う
！

北
信
地
域
合
同
就
職

面
接
会
の
開
催
に
つ
い
て

教
育
委
員

　
　 

任
命
に
つ
い
て

自
衛
官
募
集
相
談
員

委
嘱
に
つ
い
て

栄村教育委員
福原　清二氏
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耐震改修補助事業

耐震診断実施事業

【申請先・問合せ先】産業建設課  建設係　☎0269-87-3113　FAX0269-87-3083

　上記、簡易耐震診断の結果、総合評点が1.0未満と診断された住宅の所有者のうち、住宅の耐震
性能を向上させるための補強工事に要する経費に対し補助金を交付します。

　既存木造住宅※の所有者のうち希望者に、
耐震診断士を派遣し簡易耐震診断を行います

（診断は無料）。
　簡易耐震診断の結果総合評点が1.0未満と
診断された住宅の所有者のうち耐震改修実施
希望者に対しては、精密耐震診断を行います。

　耐震基準が改正された昭和56年5月以前の建物は地震に対
して有効な耐力壁の量が少ない、土台や柱、梁などの接合部
分に金物が使用されていない、また基礎に鉄筋が使用されて
いないなど、耐震性能が低いとされています。長野県北部地
震により、さらに住宅の耐震性が低下していることも懸念さ
れますので、まず耐震診断により家の強さを調査しましょう。
村では地震に対する建築物の安全性に関する意識の啓発、ま
た耐震改修の実施促進のため、住宅耐震診断事業及び耐震改
修補助事業を行っています。

※所得制限有（前年度所得　給与所得者は収入1,442万円以下、その他の者は所得金額1,200万円以下）

※木造住宅とは
　①昭和56年５月31日以前に村内に着工された住宅
　②木造在来工法の住宅　③長屋及び共同住宅以外の個人所有の住宅

●補助の対象及び補助金の額
対象住宅 対象事業 対象経費 補助額 限度額

既存木造住宅

村が実施した診断士による精密耐
震診断の結果、総合評点が 1.0 未
満で、耐震補強工事を行うことに
より、総合評点が 0.7 以上かつ工
事前の総合評点を上回る工事

工事費、設計費
及び補強計画に

要する経費
1／2以内 60万円

～木造住宅の耐震化（耐震診断・耐震改修）費用を助成します～

総合評点 判　　定
1.5以上 安全と思われます。

1.0以上  1.5未満 一応安全と思われます。
0.7以上  1.0未満 やや危険です。

0.7未満 倒壊又は大破壊の
危険があります。
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　第2回目の今回は、小滝集落の取組みのひとつ合同会社小滝プラス代表社員の樋口正幸さ
ん（58）からお聞きしました。
　小滝集落では、「小滝の夜学」を開催し
ているとの事です。
　「小滝の夜学」とは、小滝を訪れた方と
交流しながら地域の良いところを理解し、
集落のため、村のためにできる事を考え
300年先へ集落を残したいという想いを
皆で語り合う学習会で、既に9回行われて
いるそうです。毎回、和気あいあいと、
お酒を飲みながら先祖代々から受け継が
れてきた集落のため、次世代の子どもた
ちのため、村のために地域の魅力を引き
出し広めようと熱い想いを語る樋口さん、参加者の皆さんも熱心に学び自分の想いを語りあっ
ているそうです。近いうちに芽が出て花が咲き実がなることでしょう。
　「おらとこの自慢」のコーナでは、お子様からお年寄りの方まで年齢を問わず自分で作っ
た物や趣味、集落の行事や取り組み、各イベントなど村内での様々な取り組みを掲載してい
きたいと考えております。
　掲載をご希望の方や情報をお持ちの方は特命対策課までご連絡をお待ちしております。
【問合せ先】特命対策課  ☎0269-87-3111

▼夜学にて魅力を伝え合う様子



（9） 平成29年 6月1日広 報 さ か え

　

5
月
26
日
（
金
）
栄
村
役
場
議
場
兼

大
会
議
室
に
お
い
て
第
1
回
栄
村
史
編

纂
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
構
成
は
、

村
長
・
議
長
・
教
育

長
・
公
民
館
長
・
栄

小
学
校
長
の
5
名
で
す
。

　

会
議
で
は
、
栄
村

史
（
誌
）
編
纂
基
本

計
画
案
を
審
議
し
、

次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

○
栄
村
史
（
誌
）
編

纂
基
本
計
画
（
概
要
）

一
、
目
的

　
現
在
及
び
未
来
の

村
民
が
、
風
雪
に
耐

え
、
こ
の
地
を
守
っ

て
き
た
先
人
の
知
恵

と
勇
気
、
実
践
力
を

歴
史
か
ら
学
び
、
ま

た
、
日
々
享
受
し
て

い
る
「
豊
か
な
自
然
」

◇
◇

村
史
編
纂
室
か
ら
②
◇
◇

の
中
身
に
触
れ
る
こ
と
か
ら
、
郷
土
と
、

そ
こ
に
生
き
る
誇
り
を
醸
成
し
ま
す
。

二
、
体
裁

　
Ｂ
５
判　
箱
入
り　
上
製
本

　
２
分
冊
（
歴
史
編
・
自
然
編
）

　
フ
ル
カ
ラ
ー

⃝
歴
史
編

　

縦
書
き
二
段
組
み
約
６
０
０
頁
、

　

原
始
・
古
代
〜
現
代
、民
俗
・
文
化
財

⃝
自
然
編

　

横
書
き
約
２
０
０
頁
、
地
形
・
地
質
・

　

気
象
・
気
候
・
陸
水
・
植
物
・
動
物

三
、
編
集
方
針

　
栄
村
の
特
徴
的
な
歴
史
や
自
然
の
営

み
に
つ
い
て
、
平
易
な
文
章
と
分
か
り

や
す
い
表
記
で
編
集
し
ま
す
。

　

村
民
の
た
め
の
「
村
史
（
誌
）」
と
い

う
思
い
が
編
集
方
針
の
基
本
と
な
っ
て

い
ま
す
。

四
、
編
纂
期
間

　
平
成
29
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で
の
５
ヵ

年
間
と
し
ま
す
。

　

小
学
生
向
け
の
歴
史
編
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
や
歴
史
編
・
自
然
編
の
バ
ッ
ク
デ
ー

タ
を
収
録
し
た
「
資
料
編
」
の
発
行
が

後
年
度
考
え
ら
れ
ま
す
。

五
、
組
織

　
基
本
計
画
等
骨
組
み
に
関
す
る
審
議

第
1
回
編
纂
委
員
会
開
催

編
纂
基
本
計
画
樹
立
へ

決
定
機
関
と
し
て
『
編
纂
委
員
会
』
を

組
織
し
ま
す
。
編
纂
室
を
執
行
機
関
と

し
て
位
置
づ
け
、
調
査
・
執
筆
の
実
務

を
行
う
執
筆
者
会
を
編
成
し
ま
す
。

六
、
付
帯
事
業

　
古
文
書
等
か
ら
新
た
に
発
見
し
た
歴

史
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
設
す
る
他
、

自
然
編
を
執
筆
す
る
に
必
要
な
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
際
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

等
を
村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
ら
収
集
し
た
資
料
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
ま
す
。

　

編
纂
室
で
は
、
今
回
の
基
本
計
画
の

決
定
を
受
け
、
歴
史
編
・
自
然
編
の
執

筆
者
の
選
定
を
行
い
、
8
月
中
に
第
1

回
執
筆
者
会
を
開
催
し
、
調
査
・
執
筆

活
動
を
進
め
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
村
内
に
お
い
て
、
資
料
調

査
等
の
お
願
い
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　

村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
８

　
　
（
内
線
３
１
１
）
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て
い
ま
し
た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
！
と
、

念
願
の
鳥
甲
山
を
バ
ッ
ク
に
写
真
を
と
る
こ

と
が
で
き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
次
は
、
鳥
甲

牧
場
へ
。
写
真
撮
影
の
時
期
は
ま
だ
雪
が
積

も
っ
て
い
て
、
き
れ
い
な
銀
世
界
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
ド
レ
ス
で
寒
か
っ
た
の
で
す

が
、
気
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
素
晴
ら
し
い
景

色
で
し
た
。
そ
の
他
は
屋
敷
の
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ

ド
を
出
た
と
こ
ろ
の
小
赤
沢
集
落
が
一
望
で

き
る
場
所
か
ら
撮
影
を
し
ま
し
た
。
結
婚
が

決
ま
っ
て
か
ら
念
願
だ
っ
た
秋
山
郷
で
の
写

真
撮
影
が
で
き
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
か
ら
前
撮
り
を
考
え
て
い
る

方
や
、
家
族
写
真
等
を
撮
り
た
い
と
考
え
て

い
る
方
に
是
非
お
す
す
め
し
た
い
で
す
。

　

段
々
と
あ
た
た
か
く
な
り
、
外
仕
事
が
忙

し
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
が
皆
さ
ま
熱
中
症

な
ど
に
お
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

山
田 

敦
子
）

ク
で
は
そ
う
い
っ
た

「
私
が
思
う
村
の
素

敵
」
を
増
や
し
て
い

け
る
よ
う
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
毎
月
栄

村
と
津
南
町
の
各
所

を
巡
る
「
ジ
オ
サ
イ

ト
巡
り
」
も
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

参
加
し
、
私
の
素
敵

を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
。（
文
責　

越
智
）

　

徐
々
に
暖
か
く
な
り
、
畑
や
田
ん
ぼ
の
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
協
力
隊
で
お
米
作
り
に

挑
戦
し
て
か
ら
今
年
で
3
回
目
に
な
り
ま
し

た
。
5
月
22
日
現
在
で
は
、
畔
の
草
刈
り
、

田
ぶ
ち
を
行
い
ま
し
た
。
耕
耘
機
は
な
か
な

か
力
が
つ
い
て
い
か
ず
、
毎
回
大
変
さ
を
実

感
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
地
域
の
方
々
か
ら
ご
指
導
い

た
だ
き
な
が
ら
お
い
し
い
お
米
を
作
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

私
ご
と
で
す
が
、
先
日
5
月
6
日
に
結
婚

式
を
挙
げ
ま
し
た
。
改
め
て
周
り
の
支
え
と
、

地
域
の
方
々
の
お
か
げ
と
感
じ
ま
し
た
。
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
活
、
活
動
を
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
4
月
下
旬
に

結
婚
式
の
衣
裳
を
着
て
写
真
撮
影
す
る
「
前

撮
り
」
を
大
好
き
な
秋
山
郷
で
行
い
ま
し
た
。

着
付
け
は
旦
那
さ
ん
の
実
家
（
小
赤
沢
）
で

し
、
近
所
の
方
々
も
来
て
く
だ
さ
り
家
の
前

で
集
合
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
車
で
移
動

し
、
の
よ
さ
の
里
へ
。
鳥
甲
山
を
バ
ッ

ク
に
撮
影
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
が

生
憎
の
曇
り
で
、
の
よ
さ
の
里
の
屋

内
で
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

囲
炉
裏
や
宿
泊
棟
の
廊
下
で
撮
ら
せ

て
い
た
だ
き
す
ご
く
素
敵
な
背
景
で

写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
、

の
よ
さ
の
里
の
外
に
で
る
と
、
雲
が

か
か
っ
て
い
た
鳥
甲
山
も
顔
を
出
し

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ
ト
は
現

在
57
カ
所
、
そ
の
う
ち
栄
村
に
は
31
カ
所
あ
り

ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
業
務
の
中
で
そ
の
ジ
オ
サ
イ

ト
へ
の
順
次
看
板
の
取
り
つ
け
や
、
山
な
ど
の

サ
イ
ト
が
よ
く
見
え
る
よ
う
、
展
望
地
の
整
備

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
村
の
展
望
地
で
は
現
在
2
カ
所
、
上
野
原

か
ら
小
赤
沢
に
行
く
途
中
の
道
か
ら
鳥
甲
山
を

よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
整
備
し
、
ま
た
、
ス
キ
ー

場
第
2
リ
フ
ト
小
屋
付
近
に
、
そ
こ
か
ら
見
え

る
山
の
名
前
が
つ
い
た
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
良
い
眺
め
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
景
色

を
見
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、「
ジ
オ
サ
イ
ト
」
っ
て
な
ん
だ

か
わ
か
り
に
く
い
で
す
よ
ね
。
言
い
換
え
る
と
、

「
栄
村
と
津
南
町
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
見
ど
こ
ろ
」

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
で
も
わ
か
り
に
く

い
。
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
言
う
な
ら
、
村
内

外
の
人
た
ち
が
、「
こ
こ
は
な
ぜ
こ
ん
な
き
れ
い

な
景
色
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
、
こ
こ
は
す
ご

く
面
白
い
場
所
だ
な
」
と
思
う
よ
う
な
、
ち
ょ
っ

と
他
と
違
う
場
所
や
、
興
味
が
惹
か
れ
る
よ
う

な
場
所
を
選
ん
で
土
地
の
成
り
立
ち
の
説
明
と

共
に
「
ジ
オ
サ
イ
ト
」
と
い
う
名
前
を
付
け
さ

せ
て
も
ら
っ
た
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
こ
の
ジ
オ
サ
イ
ト
だ
け
が
栄
村
の

魅
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
、
素
敵
な

と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
場
所
の
成

り
立
ち
を
知
る
こ
と
で
改
め
て
村
の
良
さ
を
感

じ
る
こ
と
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー

秋
山
協
力
隊
通
信
vol.24

▲スキー場第2リフト小屋付近からの眺めと看板

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信（
26
）

ジ
オ
サ
イ
ト
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　
６
月
17
日（
土
）　
９
時
～
15
時

　
参
加
無
料
・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
十
日
町
市
の
七
ツ
釜
、清
津
峡
を
見
学
、

周
辺
を
散
策
し
ま
す
。
移
動
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
す
。

【
持
ち
物
】

　
帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を
歩
い
て

も
大
丈
夫
な
服
装（
長
袖
奨
励
）。

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　
☎
０
２
５-

７
６
５-

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い

る
方
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。



保健だより
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栄村総合健診について
　6月17日(土)・18日(日) 栄村役場かたくりホール、19日(月) 秋山とねんぼで、おこなわれ
ます。
　お手元に届く受診券を確認し、希望検診・受診時間をお間違えのないよう、お越しください。
　各種検診の希望・変更・取り消しがあれば、栄村役場 健康増進係までお電話ください。

　熱中症になりやすい季節となってきました。
　日本では毎年、6月～9月に4万人～6万人弱の
方が救急搬送されています。室内でも熱中症に
なるので、こまめな水分補給が大切です。
　ご近所同士で声をかけ合い、熱中症予防を、
おねがいします。

　長時間の暑熱環境により体が熱を受けることで生じる症状を、ひとまとめにした言葉

熱中症とは？

からだの60％は水分です
～熱中症予防をおねがいします～

【問合せ先】健康支援課　健康増進係　☎0269-87-3020

注  意！

◎めまい　◎大量の汗
◎足がつる

か
ら
だ
を

休
め
て
水
分

（
塩
分
）を
と
る

衣
類
を
緩
め
て

か
ら
だ
を
冷
や
す 救急車を

呼んでください

◎頭の痛み ◎吐き気
◎からだがぐったりする

◎意識がない ◎体温が高い
◎けいれん

症
状
の
改
善
な
し

緊急事態！危  険!

食事・睡眠を十分にとる暑い日は、屋外・室内
ともに、喉が渇いて
いなくても、こまめに
水分補給の
時間をとる

保冷グッズ、日差し予防具

環境を
ととのえる

温度28℃以下
湿度70％以下

熱中症予防
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津 南 町 飯 山 市

木島平村 野沢温泉村

広 報 さ か え平成29年 6月1日 （12）

【6/24（土）～10/29（日）高原シャトル便運行開始】
　飯山駅から木島平・カ
ヤの平高原・大滝を経て
栄村切明温泉を結ぶ高原
シャトル便が今年も運行！
ブナの原生林と高原植物
を巡る散策、テントや宿
泊施設も完備し、夜は満
点の星空をカヤの平で満
喫できます。途中の大滝

（おおぜん）では渓流を歩
く本格トレイルが行え、
手つかずの大自然が訪れ
た方を迎えます。終点の
栄村秋山郷では最奥に湧
く秘湯〈河原の温泉〉をお楽しみいただけます。
　初夏から色づく秋へ、高原シャトル便をご利用ください。

■運行日
　6月10日㈯、11日㈰、17日㈯、18日㈰、24日㈯、25日㈰
　※信州DC期間中の7月1日から10月1日の期間は毎日運行されます。
■時間　飯山駅　発　10:05、12:35、14:30
　　　　森の家　発　11:00、13:20、15:10
※途中、戸狩温泉「暁の湯」（戸狩スキー場バス停）にも停車します。
※この他に、路線バスの運行もございます。
■料金　飯山駅～森の家　往復　1,500円（税込）

◇運行期間　6月24日（土）～10月29日（日）の土日祝日
　　　　　 （10月は金曜日も運行）※完全予約制
◇料金　飯山駅からカヤの平高原1,000円、切明温泉1,500円
◇予約・運賃　 森宮交通株式会社：☎0120（476）300

・The 4100D Mountain Trail in Nozawa Onsen
　標高差4100ｍ、日本屈指のコースにチャレンジ。
　日程：7月15日（土）～17日（月）
　http://s-mountain.com/nozawa
・NOZAWAONSEN VERTICAL KILOMETER
　（Skyrunner Japan Series）
　日程：7月15日（土）
　http://s-mountain.com/nozawavd
　申込み締切：６月25日（日）

【問合せ】信州いいやま観光局　☎0269-62-3133（平日：8:30～17:15）
                           信州DC飯山市特設サイト
　　　　　　　　　http://www.iiyama-ouendan.net/dc/

【問合せ先】s-mountainトレイル事務局
　　　　　 trail@s-mountain.com【問合せ先】木島平村商工観光係　☎0269（82）3111

アスパラガスフェア開催！
ＪＲ東日本「大人の休日倶楽部」

ＣＭロケ地！
　４月に雪下にんじんフェアを開催した「つなベジ会」が、
今度は旬を迎えたアスパラガスをＰＲしていこうとアス
パラガスフェアを開催することになりました。５月２７
日から６月１１日の間の土日に収穫体験を行い、採りた
てのアスパラガスを試食もできるイベントとなっています。
ぜひ自分で収穫して甘く、やわらかく、みずみずしいア
スパラガスを体験してみてください。

はじめての高原に
きっと会える

「S-Mountain The4100Dマウンテン
トレイルin野沢温泉2017」「S-Mountain 野沢温泉
バーティカルキロメーター2017」２大会同時開催

　なべくら高原・森の家への
アクセスが便利になりました！
　7月から9月の3ヶ月間、長
野県を舞台に開催される信州
DC（デスティネーションキャ
ンペーン）に合わせ、飯山駅
から「なべくら高原・森の家」
行きのバスを期間限定で運行
します。森と一体になりなが
らきれいなブナ林をゆったり
散策してみませんか。

▲アスパラガスの魅力をPRするつなベジ会



編集後記

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関

飯 山 市 2 2 103

木 島 平 村 0 0 11

野沢温泉村 1 0 19

栄 村 0 0 6

管 轄 外 等 0 0 0

 確認が　防火に繋がる　第一歩

4月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署との
応援協定による出動を
含みます。

飯山日赤　2
津南病院　1
そ の 他　3
不 搬 送　0

6月の納税等

最高気温 27.0℃ 4月30日（日）
最低気温 -2.3℃ 4月3日（月）
平均気温 8.6℃ 総雨量 82.0㎜

世帯数 847世帯 前月比-6
総人口 1,964人 -9

男 950人 -2
女 1,014人 -7

出生 1

死亡 6

転入 5

転出 9

世帯と人口（5月1日現在） 4月中の異動

栄村の気象（4月）
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月
	

1
日（
木
）	

秋
山
郷
山
開
き【
苗
場
神
社　

10
時
30
分
】

	

7
日（
水
）	
計
量
器
検
定【
秋
山
支
所　

9
時
～
10
時
半
】

		


　
　
　
　
　
【
役
場　

13
時
～
15
時
】

	

8
日（
木
）	

金
婚
式【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

10
時
】

		


栄
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会【
か
た
く
り
ホ
ー
ル 

11
時
】

	

11
日（
日
）	

自
然
学
校
田
植
え【
こ
ら
っ
せ　

9
時
】

	

13
日（
火
）	

園
開
放
日【
北
信
保
育
園　

9
時
～
11
時
】

	

16
日（
金
）	

栄
村
議
会
定
例
議
会【
議
場
】21
日
ま
で

	

18
日（
日
）	

ポ
ン
プ
操
法
大
会【
ス
キ
ー
場
】

	

27
日（
火
）	

園
開
放
日【
北
信
保
育
園　

9
時
～
11
時
】

	

28
日（
水
）	

中
国
総
領
事
来
村【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

11
時
】

	

1
日（
木
）	

心
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
会【
役
場
第
一
会
議
室　

14
時
】

	

8
日（
木
）	

お
達
者
会【
泉
平
公
民
館　

13
時
】

		


　
　
　
　
【
箕
作
公
民
館　

15
時
30
分
】

	

13
日（
火
）	

離
乳
食
教
室【
集
団
健
診
室　

10
時
】

	

17
日（
土
）	

総
合
健
診【
か
た
く
り
ホ
ー
ル
】

	

18
日（
日
）	

総
合
健
診【
か
た
く
り
ホ
ー
ル
】

	

19
日（
月
）	

総
合
健
診【
秋
山
総
合
セ
ン
タ
ー
】

	

20
日（
火
）	

子
宮
頸
が
ん
検
診【
か
た
く
り
ホ
ー
ル
】

		


子
育
て
相
談
日【
集
団
健
診
室　

9
時
～
12
時
】

	

24
日（
土
）	

元
気
ア
ッ
プ
教
室【
小
滝
古
道　

8
時
30
分
】

	

29
日（
木
）	

お
達
者
会【
月
岡
公
民
館　

13
時
】

		


            【
白
鳥
公
民
館　

15
時
30
分
】  

	

30
日（
金
）	

乳
児
健
診【
集
団
健
診
室　

13
時
】

6行事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

○軽自動車税　○簡易水道料
○国民健康保険税　○介護保険料
○後期高齢者医療保険料
○合併浄化槽使用料　○保育料
○ケーブルテレビ使用料　○各住宅料
○農集排水処理使用料　○村民税
○温泉使用料　○温泉休憩所使用料
納期限は 6月30日（金）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

口座振替日
　農協・郵便局	 6月22日（木）
　八十二銀行・県信	 6月26日（月）

突然ですが、皆さんは6月というとどんな
イメージをお持ちですか。梅雨や紫陽花
など雨のイメージが、私は強いです。
　ですが、日本では6月のことを水無月と
呼び、この水無月の由来には諸説あるそう
ですが、梅雨が明けて水が涸れてなくな
る月で「水無月（みなづき）」と解釈され
ることが多いそうです。
　田植えが終わり田んぼに水を張る必要
があるこの時期水不足にならないことを祈
りたいですね。裕
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栄
村
芸
文
協
に
所
属
す
る
栄
村
俳
句
会

は
4
月
27
日
に
小
布
施
の
あ
け
び
の
湯
で

吟
行
（
俳
句
を
作
る
た
め
に
名
所
や
旧
跡

へ
出
か
け
る
こ
と
）
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
吟
行
は
地
震
前
ま
で
俳
句
の
会
に
所
属

し
て
い
た
保
坂
幸
子
さ
ん
（
月
岡
）
の
協

力
が
あ
っ
て
開
催
で
き
た
と
の
こ
と
。「
冬

の
冬
眠
か
ら
春
を
迎
え
た
喜
び
を
俳
句
で

表
現
し
て
ほ
し
く
て
、
春
を
先
取
り
し
よ

う
と
小
布
施
で
開
催
し
ま
し
た
」
と
幸
子

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

幸
子
さ
ん
は
、
飯
山
市
の
近
藤
喜
太
郎

先
生
を
中
心
と
し
た
奥
信
濃
俳
句
会
に
所

属
し
、
齋
藤
肇
さ
ん
（
柳
在
家
）
と
共
に

平
成
元
年
か
ら
震
災
ま
で
句
会
や
吟
行
の

開
催
や
俳
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
毎
月
吟
行
を
行
い
、
竹
の
子
を
採
っ

た
り
、
秋
山
へ
行
っ
た
り
、
村
外
へ
出
て

み
た
り
と
四
季
や
自
然
を
肌
で
感
じ
な
が

ら
俳
句
を
楽
し
め
る
よ
う
に
場
を
設
定
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
車
を
持
た
な
い

会
員
の
た
め
に
集
落
公
民
館
に
も
出
向
い

て
俳
句
を
楽
し
め
る
場
づ
く
り
に
努
め
て

い
た
と
の
こ
と
。
幸
子
さ
ん
は
「
栄
村
は

自
然
が
豊
か
で
俳
句
に
は
も
っ
て
こ
い
の

場
所
。
一
人
で
も
多
く
の
人
に
栄
村
の
自

然
を
見
つ
め
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
感
じ
た

ま
ま
を
俳
句
に
表
現
し
、
楽
し
ん
で
ほ
し

い
。
そ
ん
な
思
い
で
句
会
を
開
催
し
て
き
た
。

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
句
会
に
参
加
し
た
方

の
喜
ぶ
姿
に
励
ま
さ
れ
、
温
か
さ
を
も
ら
っ

た
。」
と
当
時
を
語
り
ま
す
。
し
か
し
地
震

で
気
持
ち
が
落
ち
込
み
、
俳
句
会
を
や
め

る
こ
と
を
決
意
。
そ
の
時
、
や
め
て
し
ま
っ

て
は
も
っ
た
い
な
い
と
杉
浦
惠
子
さ
ん
（
今

泉
）
が
「
栄
村
俳
句
会
」
と
し
て
後
を
引

き
継
い
だ
そ
う
で
す
。「
杉
浦
さ
ん
が
継
い

で
く
れ
た
お
か
げ
で
、
今
も
活
動
が
続
い

て
い
る
。
あ
り
が
た
い
。」
と
思
い
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
杉
浦
さ
ん
は
「
幸
子
さ

ん
の
活
動
か
ら
比
べ
た
ら
サ
ー
ク
ル
の
よ

う
な
も
の
だ
け
ど
、
そ
れ
で
も
楽
し
み
に

し
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る
。
幸
子
さ
ん

の
よ
う
に
は
な
か
な
か
で
き
な
い
け
ど
、

俳
句
会
を
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

俳
句
は
誰
に
で
も
作
れ
る
。
俳
句
を
作

る
と
き
は
優
し
い
気
持
ち
に
な
る
し
損
得

を
忘
れ
る
。
頭
の
体
操
に
な
る
し
日
記
に

も
な
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
に
五
七
五

の
俳
句
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
と
お
二
人

は
言
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
心
感
じ
た
ま

ま
を
五・七・五
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

2017年 あけびの湯にて

2009年 秋山郷にて
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こ
ら
っ
せ
に
視
察
や
見
学
に
訪
れ
る
方

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
５
月
の
連
休
に
は

42
名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

栄
村
出
身
の
方
は
昭
和
の
教
室
再
現
に
感

動
さ
れ
、
こ
ら
っ
せ
が
学
校
だ
っ
た
頃
の

話
を
た
く
さ
ん
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

観
光
に
栄
村
を
訪
れ
た
方
は
「
昔
使
っ
て

た
」
と
民
具
を
懐
か
し
み
、「
す
か
り
（
カ

ン
ジ
キ
の
下
に
は
く
大
き
い
カ
ン
ジ
キ
の

よ
う
な
も
の
）」
を
見
て
、「
こ
ん
な
に
大

き
い
も
の
を
は
い
て
雪
の
上
を
歩
け
る
の

か
？
」
と
豪
雪
地
の
民
具
や
当
時
の
暮
ら

し
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
28
日
（
日
）
公
民
館
周
辺
の
田

ん
ぼ
で
、
民
具
「
ま
ん
ぐ
わ
」
を
使
っ

て
代
掻
き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
馬
や

牛
が
い
な
い
の
で
子
ど
も
た
ち
が
「
ま

ん
ぐ
わ
」
を
引
っ
張
り
ま
す
。
く
も
り

空
の
寒
い
中
、
素
足
で
泥
の
感
触
を
楽

し
み
な
が
ら
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
恒
例
の
ど
ろ
ん
こ

遊
び
と
ド
ラ
ム
缶
の
五
右
衛
門
風
呂
。

温
か
い
お
湯
が
冷
え
た
体
に
し
み
わ
た

り
ま
す
。
午
後
は
暮
坪
わ
ら
び
園
へ
行
き
、

わ
ら
び
を
採
り
、
塩
漬
け
に
し
ま
し
た
。

塩
を
つ
ま
ん
だ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
一
掴

み
と
握
っ
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
た
ち

こ
ら
�
せ
通
信

こ
ら
�
せ
通
信

こ
ら
�
せ
通
信

こらっせ来館者数
平成28年度来館者数（8月～3月）
　　　見学者　　866名
　　　来館者　1,406名
　　　　計　　2,272名
　見学者の約9割は村外から来館さ
れた方ですが、そのほとんどが栄村
出身です。お茶のみに来館された方
や講座に参加した方は来館者として
カウントしています。

平成29年度4月～5月の来館者数
　　　見学者　　197名
　　　来館者　　233名
　　　　計　　　430名
　4月に入ってから高山村シニア大学
の皆さん、松本市城東地区防災部会
の皆さんが来館されました。郷土の歴
史や文化を残すことや震災後の文化
財救出といった防災という点に興味を
持って来館される方が多くみられます。

は
次
々
に
塩
の
袋
に
手
を
入
れ
て
わ
ら

び
に
塩
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
わ

ら
び
は
11
月
の
天
神
講
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

自
然
学
校
で
は
中
学
生
、
高
校
生
が

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
一
日
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
中
学
生

と
い
っ
て
も
数
年
後
は
社
会
人
で
す
。

育
成
会
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
社
会

的
に
自
立
し
た
大
人
へ
と
成
長
で
き
る

よ
う
に
と
、
危
険
を
予
測
す
る
こ
と
や

子
ど
も
た
ち
に
呼
び
か
け
る
際
の
声
の

栄
村
自
然
学
校
！

（
栄
村
青
少
年
育
成
協
議
会
主
催
）

    

ま
ん
ぐ
わ
で
代
掻
き
体
験
!!

出
し
方
等
の
研
修
会
を
行
い
、
ま
か
せ

ら
れ
て
や
っ
て
み
る
、
勇
気
を
出
し
て

挑
戦
し
て
み
る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

先
輩
リ
ー
ダ
ー
や
地
域
の
大
人
に
褒
め

ら
れ
た
り
注
意
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

次
回
は
田
植
え
。
栄
村
自
然
学
校
で

は
、
米
を
作
り
、
藁
で
生
活
用
品
を
こ

し
ら
え
、
粉
を
団
子
に
し
て
お
供
え
す

る
と
い
っ
た
、
稲
作
を
中
心
に
営
ま
れ

て
き
た
豪
雪
地
栄
村
の
暮
ら
し
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。



（16）公民館報  さ か え平成29年6月1日

地域史料保全有志の会
鈴木努（通称:ど先生）
イラスト作成:佐藤洋平

『
堺
村
に
初
等
学
校
が
出
来
た
頃
⑤
』

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜  

其
の
二
十
二

　

今
年
最
初
の
夏
日
が
観
測
さ
れ
る
な

ど
、
一
気
に
暑
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

堺
村
の
初
等
学
校
の
話
題
を
五
回
に

わ
た
っ
て
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー

マ
の
締
め
括
り
と
し
て
、
明
治
九
年

(

一
八
七
六)

の
学
校
開
校
が
、
な
ぜ
そ
の

年
に
な
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
ま
す
。

　

手
が
か
り
を
探
し
て
み
ま
す
と
、
村

内
の
あ
る
御
宅
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古

文
書
の
な
か
に
明
治
初
期
の
公
文
書
や

通
達
を
書
き
写
し
た
帳
面
が
あ
り
、
写

し
取
ら
れ
た
文
書
の
な
か
に
以
下
の
よ

う
な
内
容
の
文
書
が
あ
り
ま
し
た
。

「
昨
年
中
か
ら
話
し
合
っ
て
き
た
箕
城

学
校
の
件
だ
が
、
来
る
二
四
日
か
二
五

日
の
う
ち
に
学
区
取
締
の
物
集
女
義
雄

殿
が
教
員
も
同
道
し
て
来
る
と
報
知
し

て
き
た
。
し
か
し
ま
だ
（
学
校
の
）
寄

附
金
や
位
置
も
曖
昧
な
ま
ま
な
の
で
、

こ
の
ま
ま
で
は
実
に
済
ま
さ
れ
が
た
い

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
廻
状
を
見
次

第
、
明
日
二
四
日
午
前
八
時
に
当
扱
所

へ
出
頭
さ
れ
た
い
。
但
し
地
租
改
正
事

務
の
用
事
も
あ
る
の
で
、
必
ず
出
頭
す

る
こ
と
。」

　

日
付
は
明
治
九
年
一
月
二
三
日
、
六

小
区
の
戸
長
役
場
か
ら
各
村
用
掛
に
出

さ
れ
た
廻
状
で
す
。
文
書
の
要
点
は
、

昨
年
（
明
治
八
年
）
以
来
箕
城
学
校
の

件
が
懸
案
事
項
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、

学
区
取
締
の
物も

ず

め
集
女
義よ

し
お雄
が
明
日
に
で

も
教
員
を
連
れ
て
来
村
す
る
ら
し
い
こ

と
、
ま
だ
学
校
の
肝
腎
な
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
な
い
の
が
問
題
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
と
心
配
し
て
い
る
こ
と
、
で
す
。

　

物も

ず

め

集
女
義よ

し
お雄
は
明
治
八
年
四
月
か

ら
学
区
取
締
に
就
き
、
翌
九
年
に
は
長

野
県
庁
の
十
四
等
出し
ゅ
っ
し仕
と
な
り
、
明
治

十
五
年
頃
ま
で
学
務
吏
員
を
勤
め
て
い

ま
す
。
学
区
取
締
は
担
当
学
区
内
の
学

校
の
設
置
や
保
護
、
経
費
の
こ
と
な
ど

学
事
に
関
す
る
事
務
を
担
任
し
、
必
要

な
ら
指
導
を
行
う
役
で
す
の
で
、
学
区

取
締
が
来
る
の
に
学
校
の
肝
腎
な
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
な
い
で
は
確
か
に
ま
ず

い
と
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
上
で
教
員
を
連
れ
て
く
る
と
い
う
点

に
注
意
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
『
栄
村
史
』
に
は
初
期
の
学
校
で
の
教

員
確
保
の
苦
心
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

箕
城
学
校
の
最
初
の
教
員
は
す
ぐ
に
辞

め
、
次
に
青
木
平
左
衛
門
（
旧
松
代
藩

士
）
が
就
任
し
た
と
い
い
ま
す
。
青
木

は
長
野
県
講
習
所
で
上
下
等
小
学
教
法

講
習
を
受
け
、
仮
免
状
（
訓
導
補
助
）

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
お
そ
ら
く

明
治
六
年
九
月
か
ら
同
年
末
に
か
け
て

仮
伝
習
所
（
善
光
寺
内
に
開
設
）
で
行

わ
れ
た
伝
習
を
受
け
た
人
物
と
思
い
ま
す
。

　

長
野
県
で
は
明
治
七
年
一
月
に
伝
習

所
（
後
の
師
範
学
校
）
が
認
可
さ
れ
、

同
年
十
一
月
に
宮
城
師
範
学
校
卒
業
者

の
衣き

ぬ
が
さ笠
弘ひ

ろ
しを
迎
え
て
か
ら
本
格
的
に
小

学
教
法
の
正
科
教
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
当
初
は
か
な
り
短た

ん

時じ
じ
つ日
の
速
成
で

し
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
教
員
（
訓
導
・

同
試
補
）
は
県
が
免
状
を
与
え
て
各
地

の
学
校
へ
派
出
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

同
時
に
仮
免
状
を
手
に
教
育
現
場
を
担
っ

て
い
た
教
員
も
、
教
員
を
続
け
る
の
で

あ
れ
ば
明
治
八
年
中
か
ら
六
ヶ
月
コ
ー

ス
で
の
伝
習
修
業
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

明
治
八
年
一
二
月
調
査
の
学
校
表
に

よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
箕
城
学
校
は
訓
導
・

同
試
補
と
も
〇ゼ

ロ

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
長
野
県
教
育
史
』
に
よ
れ
ば
、
県
内
各

地
で
一
校
担
当
の
教
員
が
伝
習
所
に
行
っ

て
し
ま
い
教
育
に
支
障
が
出
て
い
た
よ

う
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
当
時
の
堺
村
で
は
、
明
治
八

年
の
半
ば
頃
に
箕
城
学
校
の
教
員
が
伝

習
所
へ
修
業
に
出
、
明
け
て
明
治
九
年

に
県
か
ら
派
出
さ
れ
る
形
で
戻
っ
て
く

る
と
い
う
頃
合
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
教
員
が
青
木
先
生
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
開
校
二
年
目
を
迎
え
る

箕
城
学
校
で
は
、
お
そ
ら
く
ず
っ
と
話

し
合
わ
れ
て
は
き
た
筈
で
す
が
、
学
校

の
寄
付
金
や
位
置
（
ま
だ
仮
校
舎
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
）
が
ま
だ
確
定
せ
ず
、

そ
う
し
た
状
況
で
県
の
教
員
派
出
を
迎

え
る
期
日
が
迫
り
、
堺
村
の
重
立
ち
の

人
々
は
焦
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

廻か
い
じ
ょ
う状
か
ら
九
ヶ
月
、
こ
の
話
題
の
最

初
に
紹
介
し
た
書
簡
の
よ
う
に
寄
付
金

も
ま
と
ま
り
、
箕
城
学
校
は
改
め
て
月

岡
に
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
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栄村に様々な
専門家が来村します♪

〈
参
考
文
献
〉

　
中
村
浩
志「
甦
れ
、ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
」

　
　
　
　
株
式
会
社
山
と
渓
谷
社 

２
０
０
４

○植物博士　石沢　進先生
　6月：26日（月）、27日（火）　
　7月：11日（火）、12日（水）
　栄村自然植物園（北野）にて作業を行い
ます。山野草の話をしながら一緒に活動
してみませんか？

○地域史料保全有志の会
　古文書専門家　白水　智先生
　民具専門家　　石野律子先生
　7月：14日（金）～16日（日）
　栄村公民館にて調査を行います。新た
な歴史発見の場に立ち会えるかもしれま
せん。

　

栄
村
の
鳥
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
。
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
渡
り
鳥
で
夏

鳥
と
し
て
日
本
に
飛
来
し
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
数
が
減
少
し
て
お
り
、
環
境
省
の

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
は
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
鳥
で
す
。
現

在
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
長
野
県
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
天
龍
村
と
栄

村
の
2
か
所
で
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

栄
村
で
最
初
に
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
発
見

さ
れ
た
の
が
い
つ
か
は
は
っ
き
り
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
調
査
が
始

ま
っ
た
の
は
1
9
8
5
年
。
当
時
信
州
大

学
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
中
村
浩
志
先
生
（
現

在
、
中
村
浩
志
国
際
鳥
類
研
究
所
所
長
）

が
、
知
人
よ
り
「
実
家
の
あ
る
栄
村
に
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
が
い
る
」
と
い
う
情
報
を
得
て

訪
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
研
究
室
に

在
学
し
て
い
た
学
生
と
共
に
調
査
を
開
始

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
32
年
た
っ
た
現
在

で
も
、
5
月
初
旬
に
は
中
村
先
生
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

栄
中
学
校
科
学
部
の
生
徒
と
共
に
巣
箱
づ

く
り
や
巣
箱
か
け
と
い
っ
た
調
査
・
保
全

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
開
始
し
た
1
9
8
5
年
、
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
は
9
つ
が
い
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
2
0
0
2
年
に
は
4
つ
が
い
と

減
少
し
ま
し
た
が
、
保
全
活
動
の
成
果
あ
っ

て
か
、
昨
年
は
14
つ
が
い
も
の
ブ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
が
繁
殖
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
昨
年
よ
り
山
階
鳥
類
研
究
所
の
仲

村
昇
先
生
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
保
全
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
西
日
本
に
も
多
く
飛

来
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ブ
ナ
林
の
中

で
繁
殖
す
る
の
は
長
野
県
北
部
か
ら
新
潟

県
に
か
け
て
の
み
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
影
響
し
て
い
る
の
か
、
ブ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
が
飛
来
す
る
時
期
に
な
る
と
、
平
滝

集
落
奥
の
林
に
は
カ
メ
ラ
マ
ン
が
殺
到
し

ま
す
。
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
警
戒
心
が
強
く
、

特
に
産
卵
・
抱
卵
期
の
5
月
下
旬
か
ら
6

月
中
旬
は
巣
箱
の
近
く
に
立
ち
寄
る
と
子

育
て
を
放
棄
し
、
繁
殖
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
言
い
ま
す
。
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
観

察
し
よ
う
と
不
用
意
に
林
の
中
に
は
入
ら

な
い
こ
と
を
村
民
全
員
で
認
識
し
、
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
を
保
全
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

栄
村
に
は
、
今
は
希
少
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
ク
マ
タ
カ
や
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
サ
シ

バ
と
い
っ
た
鳥
類
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
渡
り
鳥
た
ち
が
毎
年
栄
村
に

飛
来
し
て
い
る
の
は
、「
緑
豊
か
な
栄
村
」

を
実
証
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
の
飛
来
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
栄
村
公
民
館
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

栄村の鳥：ブッポウソウ

科学部と共に調査活動
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竹
の
子
の
皮
あ
つ
め
て
ま
す
！

　
栄
村
公
民
館
で
は
、
竹
の
子
の
皮
を
材

料
に
し
た
和
紙
作
り
の
研
究
を
行
っ
て
い

る
、
下
高
井
農
林
高
等
学
校
の
グ
リ
ー
ン

デ
ザ
イ
ン
科
地
域
資
源
活
用
コ
ー
ス
に
協

力
を
す
る
た
め
、
竹
の
子
の
皮
を
集
め
て

い
ま
す
。
捨
て
れ
ば
ご
み
、
活
か
せ
ば
資

源
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
場
所
：
栄
村
公
民
館

回
収
期
間
：
6
月
末
ま
で

注 

意 

点
：
節
は
で
き
る
だ
け
混
ぜ
な
い

で
く
だ
さ
い

　

栄
村
初
夏
と
な
り
ま
し
た
。
鳥
の
さ

え
ず
り
、
機
械
の
音
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
の
匂
い
、
草
の
香
り
が
村
中
に
漂
っ

て
い
ま
す
。
田
植
え
も
は
じ
ま
り
、
ひ

と
雨
ご
と
に
畦
の
草
や
畑
の
草
が
伸
び

て
緑
が
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
草
は

本
当
に
元
気
が
い
い
で
す
ね
。
刈
っ
た

と
思
っ
て
も
田
畑
を
一
巡
り
す
る
と
ま

た
ふ
り
だ
し
に
戻
る
と
い
う
ほ
ど
で
す
。

　

各
家
庭
で
牛
や
馬
を
飼
っ
て
い
た
時

代
は
、
人
の
土
地
の
草
を
刈
る
と
怒
ら

れ
た
ほ
ど
草
は
貴
重
な
資
源
だ
っ
た
と

言
い
ま
す
。
し
か
し
、
牛
や
馬
で
は
な

く
、
機
械
で
農
耕
を
行
う
時
代
と
な
っ

て
は
野
の
雑
草
は
邪
魔
で
厄
介
な
も
の
で
す
。

除
草
剤
の
力
を
借
り
た
く
も
な
り
ま
す
ね
。

　

昭
和
天
皇
の
言
葉
に
「
雑
草
と
い
う
名

前
の
草
は
な
い
」
と
い
う
お
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
ど
ん
な
草
に
も
名
前
や
役
割
は
あ
り
、

人
間
の
都
合
で
邪
険
に
扱
う
よ
う
な
呼
び

方
を
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
で

お
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
調
べ
て
み
る

と
本
当
に
「
雑
草
」
に
は
「
役
割
」
が
あ

る
よ
う
で
す
。
そ
の
役
割
と
は
土
地
を
中

庸
に
す
る
こ
と
。
ア
ル
カ
リ
性
の
土
壌
に
は
、

枯
れ
て
土
に
返
る
と
酸
性
に
な
る
草
が
生
え
、

酸
性
の
土
壌
に
は
枯
れ
て
土
に
返
る
と
ア

ル
カ
リ
性
に
な
る
草
が
生
え
て
来
る
よ
う

で
す
。
自
然
の
力
は
す
ご
い
で
す
ね
。

　

雑
草
は
土
壌
を
中
庸
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

人
間
の
体
の
調
子
を
整
え
る
効
用
も
あ
る

よ
う
で
す
。
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、「
ウ
ツ
ボ

草
に
は
利
尿
作
用
が
あ
る
」

と
か
「
ド
ク
ダ
ミ
と
ゲ
ン
ノ

シ
ョ
ウ
コ
を
毎
日
煎
じ
て
飲

ん
で
い
る
」
と
か
、
手
を
切
っ

た
と
き
は
そ
の
辺
に
あ
る
7

種
類
の
草
を
よ
く
も
ん
で
シ
ッ

プ
す
る
と
い
い
」
と
い
っ
た

お
話
を
村
民
の
方
か
ら
伺
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
元
気

よ
く
生
い
茂
る
た
く
さ
ん
の

草
の
中
に
は
、
不
足
し
が
ち

な
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
に
含
ま
れ
た
も
の

も
あ
る
の
で
す
ね
。　　

多
く
の
葉
は
、

採
っ
て
天
日
干
し
た
も
の
を
煎
じ
て
飲

用
す
る
よ
う
で
す
。
書
店
で
よ
く
見
か

け
る
「
薬
草
」
の
本
を
開
い
て
み
る
と
、

ス
ギ
ナ
や
ク
ズ
、
ヨ
モ
ギ
と
い
っ
た
代

表
的
な
厄
介
者
の
名
前
が
連
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
効
用
を
調
べ
、
栄
村

ブ
レ
ン
ド
茶
で
医
者
い
ら
ず
な
ん
て
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
道
の
駅
「
あ
ら
い
」

の
直
売
所
で
は
、
干
し
た
ド
ク
ダ
ミ
の

葉
が
良
く
売
れ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
夏
、

草
ビ
ジ
ネ
ス
も
夢
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
田
や
畑
の
厄
介
者
も
、
視
点

を
変
え
れ
ば
貴
重
な
資
源
と
成
り
得
ま
す
。

　

資
源
の
有
効
活
用
と
言
え
ば
、
栄
村

の
高
校
生
12
名
が
通
う
下
高
井
農
林
高

校
で
は
、
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科
地
域

資
源
活
用
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
廃
棄
さ

れ
る
根
曲
り
竹
の
皮
を
利
用
し
て
紙
を

す
き
、
そ
の
紙
を
使
っ
て
灯
篭
や
バ
ッ

ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。
北
信
地
区
の
食

文
化
で
あ
る
根
曲
り
竹
の
皮
で
和
紙
を

作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
内
山
和
紙
に

続
く
特
産
品
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
か
が
ゴ
ミ
、
さ
れ
ど
ゴ
ミ
。
ま
だ
ま

だ
こ
の
地
域
に
は
開
発
し
き
れ
て
い
な

い
た
く
さ
ん
の
資
源
が
眠
っ
て
い
そ
う

で
す
。（
編
集
委
員　

齋
藤
和
）

草の名 効　用 方　法

ドクダミ デトックス、消炎効果、
美肌 かげ干し

スギナ 利尿作用、むくみ改善 天日干し

ヨモギ 貧血予防、便秘解消、
コレステロール値改善 天日干し

ゲンノショウコ 整腸作用、抗炎症作用 天日干し
クローバー 便秘解消、滋養強壮 天日干し
ヒメジュオン
ハルジュオン

糖尿病予防効果、
むくみ改善 天日干し

草の効用



（19） 平成29年6月1日公民館報  さ か え

栄村公民館が行っている図書プレゼント事業を紹介します。

図書室開放日のお知らせ
平　日:午前8時30分～午後5時
土　日:午前9時～正午
休館日：7月15日（土）、7月16日（日）、7月17日（月）

　毎年実施している図書プレゼ
ント。今年も栄小1学年のお友
達8名に、それぞれの希望する
図書をプレゼントしました。保
育園の時からたくさんの絵本に
触れてきた児童たちは嬉しそう
に本を受け取っていました。本
を読む力は一生の宝です。これ
からいろいろなお話と触れ合い、
たくさんの言葉と出会って、心
豊かに育ってほしいと願ってい
ます。

土日は図書ボランティ
アの皆さんにご協力
をいただき、開放して
います。ぜひご利用く
ださい。

日
本
に
は
色
々
な
文
学
賞
が
あ
り
ま
す
。
大
き
く
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
直
木
賞
芥
川
賞
は

有
名
で
す
ね
。
そ
し
て
現
在
、
直
木
賞
や
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
作
品
よ
り
も
売
上
部
数

が
伸
び
る
と
言
わ
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
賞
が
本
屋
大
賞
で
す
。
こ
れ
は
　「
全
国
書
店

員
が
選
ん
だ
い
ち
ば
ん
！
売
り
た
い
本
」が
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
。
主
催
す
る
本
屋
大
賞

実
行
委
員
会
は
書
店
員
こ
そ
が
本
と
読
者
を「
最
も
よ
く
知
る
立
場
」に
あ
る
と
位
置
づ

け
、
新
刊
書
の
書
店
で
働
く
書
店
員
が
投
票
し
決
定
し
ま
す
。

只今栄村図書室では過去の本屋大賞受賞作品のコーナー
を設けています。何を読もうか迷ったら参考にしてみてはい
かがですか？
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広瀬義昭さん宅（森）

わがままだけど、大切な宝物
です。

阿部芳子　笹原（88歳）
①
東
京
生
ま
れ
。
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
、
12
歳
で
大
阪
の
軍
事

工
場
へ
働
き
に
行
っ
た
。
当
時
は
戦
争
中
だ
っ
た
の
で
、
空
襲
が
あ
る
た

び
に
防
空
壕
へ
逃
げ
込
ん
だ
。
笹
原
は
件
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
み
ん

な
兄
弟
の
よ
う
に
仲
が
良
か
っ
た
。

②
子
ど
も
が
3
人
結
婚
し
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
。
娘
が
嫁
に
行
っ
た
時
は

安
堵
し
た
。
白
鳥
の
き
の
こ
工
場
で
働
い
て
い
た
時
に
行
っ
た
社
員
旅
行

も
楽
し
い
思
い
出
。

③
子
ど
も
た
ち
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
も
自
分
自
身
も

お
互
い
に
健
康
で
い
た
い
。
足
や
腰
が
痛
く
て
も
北
野
の
温
泉
に
入
れ
ば

夜
も
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
畑
や
田
ん
ぼ
を
つ
く
り
な
が
ら
毎

日
の
温
泉
を
楽
し
み
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
。

①
極
野
生
ま
れ
。尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
。戦
時
中
は
満
州
へ
行
き
、

シ
ベ
リ
ア
の
捕
虜
に
な
っ
た
。
栄
村
へ
帰
っ
て
き
て
か
ら
林
業
で
会
社
を

起
業
し
、伐
採
や
木
材
の
運
搬
を
行
な
っ
た
。
東
部
谷
の
活
性
化
の
た
め
、

住
民
と
一
緒
に
温
泉
公
園
（
の
ち
の
北
野
天
満
温
泉
）
施
設
の
建
設
に
向

け
て
必
死
だ
っ
た
。
村
を
発
展
さ
せ
た
い
と
奮
闘
し
た
。

②
議
員
当
時
は
仲
間
も
よ
く
、
活
動
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た
。
住
民
か

ら
の
要
望
を
聞
い
て
住
民
や
議
員
仲
間
と
い
ろ
い
ろ
な
議
論
を
し
た
り

運
動
を
し
た
り
し
て
い
た
。

③
今
に
な
れ
ば
、
村
が
良
く
な
る
よ
う
に
と
や
る
だ
け
や
っ
た
。
栄
村
は
地

域
が
幅
広
く
、
な
か
な
か
難
し
い
。

藤木赳勇　北野（94歳）

年輪　（146）
年輪は風雪に耐えて積み重ねた歴史であり銘木の条件でもある。 
激動の明治・大正・昭和そして平成を生きてきざみ込まれた人
生の年輪は磨かれた銘木のごとく輝く。

①人生を振り返ってみて… 　②うれしかった・楽しかった
思い出は…　③今思うこと・言いたいこと

齋藤一子　天代（93歳）
①
天
代
生
ま
れ
。
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
大
阪
の
軍
事
工
場
へ
働
き
に

行
っ
た
。
昔
は
着
る
も
の
も
食
べ
る
も
の
も
な
く
、
家
族
み
ん
な
が
食
べ
て

い
け
る
よ
う
に
と
、
山
の
物
を
な
ん
で
も
食
べ
て
田
ん
ぼ
や
畑
づ
く
り
に
必

死
だ
っ
た
。
今
は
便
利
に
な
っ
て
昔
苦
労
し
た
も
の
は
何
も
な
く
な
っ
た
。

②
貧
乏
だ
っ
た
け
ど
子
ど
も
た
ち
が
満
足
に
育
ち
、
孫
を
連
れ
て
帰
っ
て
き

た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
。
孫
が
母
の
日
に
送
っ
て
く
れ
た
お
花
も
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
。

③
友
達
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
さ
み
し
い
。
草
を
見
る
よ
り
花
を
見
た
方
が

い
い
の
で
、
草
取
り
を
し
て
、
で
き
る
限
り
の
畑
を
作
り
な
が
ら
過
ご
し

て
い
き
た
い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
後
の
こ
と
を
上
手
に
や
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
。

七
な な み

泉ちゃん（5さい）

デザートづくり
だいすき!
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満
開
の  

散
り
ゆ
く
花
も  

今
を
生
き

無
人
駅  

朝
の
し
じ
ま
の  

初
音
か
な

奥
信
濃  

菜
の
花
街
道  

な
が
め
ゆ
と

山
桜  

コ
ブ
シ
も
負
け
じ
と  

咲
き
乱
れ

馬
場
澤
子

柳
　
静
江

保
坂
幸
子

山
田
政
治

館
報
編
集
委
員
を

        

紹
介
し
ま
す

西
部
地
区
　
齋
藤
好
明
　
泉
平

東
部
地
区
　
齋
藤
和
代
　
長
瀬

秋
山
地
区
　
阿
部
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
小
赤
沢

　

水
内
地
区
、
豊
栄
地
区
の
編

集
委
員
は
選
出
中
で
す
。

　

公
民
館
報
へ
の
投
稿
や
取
材

の
お
願
い
に
伺
っ
た
際
に
は
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

暑
い
日
が
続
い
た
5
月
末
。
そ
う
だ
！

と
思
い
、
昨
年
あ
る
方
か
ら
教
わ
っ
た
甘

酒
を
作
り
ま
し
た
。
栄
村
の
年
配
者
が
教

え
て
く
れ
た
、
自
然
の
恵
み
を
い
た
だ
き

な
が
ら
の
昔
の
暮
ら
し
。
ウ
ツ
ボ
草
を
煎

じ
て
飲
ん
だ
こ
と
、
暑
い
日
に
冷
た
い
甘

酒
を
姑
さ
ん
が
差
し
入
れ
し
て
く
れ
た
こ
と
。

み
な
さ
ん
「
今
は
も
う
便
利
に
な
っ
て
必

要
な
く
な
っ
た
」
と
言
い
ま
す
が
、
近
年

薬
草
や
自
然
発
酵
と
い
っ
た
自
給
自
足
に

欠
か
せ
な
か
っ
た
も
の
に
需
要
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
昔
の
暮
ら
し
に

こ
れ
か
ら
を
築
く
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
隠

れ
て
い
そ
う
で
す
。　                    

佳

編
集
後
記

　栄村に嫁いで約2年。村での暮らしは、人との出会
いはもちろんのこと、料理・方言・行事などの村の文
化、山の恵みに田畑の仕事…と多くの出合いに恵まれ
た毎日です。 8か月になる息子をとおして、新たな発
見や人との繋がりが増えていることにも喜びを感じて
います。 村での暮らしに少しずつな
れてきた今、「村の暮らしの知恵を吸
収する」を目標の1つにあげています。
家族や近所の方々が私に伝えてくれる
ことを、私も次の世代に伝えていける
ように体に染み込ませていきたいです。
宮川まゆ（35歳）　野田沢　

　僕は、長野工業高等専門学校に在学しています。
春から2年生になりました。そして、部活動ではフッ
トサル部に所属しています。フットサル部の先輩
後輩関係なくフットサルを楽しめる雰囲気が好き
で入りました。また、4月にマイチャンカップの予

選に参加し、6月の決勝大会にフット
サル部の出場が決まりました。僕は
出られないのですが、応援をがんば
りたいと思います。勉強のほうも大
変ですが、自分の夢に向かってがん
ばりたいです。
福原涼斗（16歳）　小赤沢　
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